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５月20日(金)、秀峰会前期生徒総会が行われました。昨年度は感染症対策を強化して放送等

による実施でしたが、感染症対策を継続しながらも３年ぶりに全校生徒が一堂に会する総会と

なりました。また、熱中症対策として服装を体操着等の軽装にするなど健康最優先の工夫も施

した開催といたしました。

令和４年度の秀峰会のスローガンは『Challenge－輝く・繋がる・貢献する－』です。「三

中の一人一人が目標をもち、その実現のためにチャレンジできる三中にしたい」との強い思い

が込められています。そのために、「一人一人が輝く三中」「生徒同士が繋がる三中」「社会に

貢献できる三中」をテーマとして取り組んでいくことを確認し合いました。

議事では、執行部をはじめ各委員会、各部の年間活動計画案と生徒会予算案がそれぞれの担

当責任者から力強く提案がなされ、活動への意欲を感じることができました。質疑応答では、

提案内容を深掘りして具体的内容を聞き取ろうとする有意義な質問内容が出され、とても頼も

しい、質の高い議事となりました。

＜以下、総会時の校長講評より（一部抜粋）＞

生徒総会は大きく二つの意義があると思います。一つは全校生徒が自分たち自身で自らより

良い学校生活の環境を作るために（自治的活動）全員で共通理解を図る場とすること。もう一

つは「民主主義」を学ぶということ。民主主義は「話し合いを通して、物事を決め、決まった

内容はみんなで守って行く」という姿勢です。その時に必要なのは議論を尽くすこと。発言す

べきことをしっかりと発言することが議論を尽くすことになります。民主主義を崩壊させない

ために自らの意見をしっかりと述べる場。生徒総会はその学びの場でもあります。



新型ウイルス感染症対策におけるマスク着用の考え方について
報道等において、マスク着用の考え方について、様々に伝えられておりますが、文部科学

省が示す「基本的対処方針」に学校生活の具体的場面の追加設定がなされたものの、基本的

に変更はありません。次のとおり第三中で取り組んで行く内容をお伝えいたしますので、引

き続き御理解と御協力をお願いいたします。

○学校生活では基本的にマスクを着用する。（特に屋内における授業や生活全般において）

○次の場合はマスクの着用を求めない。（生徒にはマスクを外してよいことを指導する）

・屋外において、人との距離が十分とれる場合（体育等の授業・休憩時間・登下校時）

・屋内において、人との距離を十分とりながら運動する授業や運動部活動等を行う場合。

＜注；体育授業や部活動でも実技以外のミーティングなどはマスク着用を指導するな

ど、場面によってマスクの脱着を指示します＞

○熱中症対策上マスクを外すことを活動の内容や場所を考慮して随時生徒に指導する。

以上のように、基本的にはマスク着用を推奨することに変更はありませんが、着用する必

要がない場面ではマスクを外す、逆に屋外であっても人との距離が十分にとれない場合はマ

スクを着用するなど、生徒の自主的な判断も必要になってきます。御家庭においても自主的

判断の重要性を御指導願います。

教育活動における基本的な感染症防止策＜①三密「密閉・密集・密接」の回避 ②マスク

の着用 ③手洗い等手指衛生 ④換気＞の内容に変更はありません。引き続き、感染予防の

徹底を図ってまいります。

感染症の影響で長く実施できなかっ

たＰＴＡ側溝清掃活動ですが、ＰＴＡ

の皆様の御理解をいただき５月22日

(日)、３年ぶりに実施していただきま

した。当日は未明の大雨の影響で側

溝の水かさが増していたり、小雨が

ぱらつくなどのコンディションの良

くない状況でありましたが、校外生

活指導部、体育厚生部の皆様、町内

委員会の皆様、勇志の皆様など、総

勢60名以上の方々からお集まりいた

だき、清掃作業に御尽力いただきま

した。本当にありがとうございまし

た。綺麗にしていただいた環境を大

切に使用してまいります。

令和４年度 三条学園 第三中学校のグランドデザインについて

裏面に今年度のグランドデザインを掲載しました。今年度はキャリア教育を基軸とした教

育活動を本格的に指導する年度です。裏館小、上林小と共に学園内の小中一貫教育でもキャ

リア教育の充実を図ってまいります。体験的活動への御理解と御協力をお願いいたします。

５月26日(木)～６月２日(木) は家庭学習強調週間となります。第１回定期テストに向け

て、学校と家庭での学習姿勢が更に向上し、一人一人の学力が向上することを期待します。


